
０９
年
度
夏
季
手
当
の
妥

結
に
あ
た
っ
て
の
見
解

１
、
貨
物
会
社
は
６
月
１２
日
、

「
２
０
０
９
年
度
夏
季
手
当
の
支

払
い
に
関
す
る
申
し
入
れ
（
国
労

闘
申
１９
号
）
」
に
対
す
る
回
答
と

し
て
、
前
年
度
実
績
を
０
・
３
カ

月
分
下
回
る
「
基
準
内
賃
金
の
１

・
６５
カ

月

分
、
７
月
７
日

支

払

い
」
の
回
答
を
行
っ
た
。

回
答
の
席
上
組
合
は
、
①
回
答

は
、
全
組
合
が
２
・
６
カ
月
以
上

を
要
求
し
、
社
員
・
家
族
の
「
厳

し
い
生
活
を
何
と
し
て
も
変
え
た

い
」
と
の
切
実
な
思
い
を
ま
っ
こ

う
か
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

②
昨
年
比
で
０
・
３
カ
月
減
は
、

８
万
円
以
上
の
減
収
で
あ
り
、
生

活
は
一
層
困
難
を
深
め
る
も
の
で

し
か
な
い
。
③
７
期
連
続
の
黒
字

決
算
や
利
益
剰
余
金
の
積
み
増
し

な
ど
、
会
社
の
経
営
判
断
で
わ
れ

わ
れ
の
要
求
に
応
え
ら
れ
る
体
力

は
十
分
に
あ
る

と
、
会
社
の

低
額
回
答
に
対
し
て
強
く
抗
議
し

て
き
た
。

２
、
会
社
の
夏
季
手
当
に
対
す

る
姿
勢
は
、
０８
年
度
の
赤
字
決
算

を
強
調
し
た
上
で
「
今
年
度
も
赤

字
の
計
画
で
あ
り
、
対
計
画
と
の

収
入
の
か
い
離
は
極
め
て
深
刻
な

状
況
で
あ
る
」「
２
年
連
続
の
赤

字
決
算
と
な
れ
ば
対
外
的
な
信
用

も
失
う
こ
と
に
な
り
、
現
状
の
収

入
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
１
・
５
カ

月
か
ら
い
く
ら
上
積
み
で
き
る
か

で
あ
る
」
な
ど
、
経
営
状
況
の
厳

し
さ
を
強
調
す
る
姿
勢
に
終
始
し

た
。組

合
は
、
①
赤
字
決
算
に
な
っ

た
一
方
の
背
景
に
は
、
線
路
使
用

料
の
大
幅
な
増
加
、
老
朽
車
両
の

更
新
に
よ
る
長
期
債
務
の
増
加
、

そ
れ
に
と
も
な
う
支
払
利
息
の
増

加
な
ど
、
経
費
構
造
の
問
題
に
起

因
し
た
も
の
で
あ
る
。
②
経
費
増

の
一
つ
の
要
因
で
あ
る
減
価
償
却

費
の
積
み
増
し
は
企
業
体
力
の
強

化
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
③
社
員
・

家
族
は
、
１０
年
連
続
の
「
ベ
ア
・

ゼ
ロ
」
に
よ
り
生
活
実
態
は
極
め

て
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。
④
利
益

剰
余
金
を
は
じ
め
７
期
連
続
決
算

の
も
と
で
経
営
体
力
は
十
分
に
あ

る
。
⑤
厳
し
い
経
済
情
勢
に
あ
る

中
で
、
今
こ
そ
、
内
部
留
保
を
一

時
的
に
取
り
崩
し
て
で
も
要
求
に

応
え
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て

き
た
。

３
、
今
年
度
の
夏
季
手
当
の
闘

い
は
、
中
央
・
地
方
に
お
け
る
創

意
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
会
社
側
の

赤
字
攻
撃
、
世
間
の
厳
し
い
動
向

か
ら
、「
ア
キ
ラ
メ
感
」
が
先
行

す
る
実
態
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。

貨
物
会
社
の
姿
勢
が
、
赤
字
を
前

面
に
一
層
の
賃
金
抑
制
攻
撃
を
強

め
て
く
る
こ
と
は
必
至
な
状
況
で

あ
り
、
会
社
の
経
営
分
析
を
は
じ

め
赤
字
攻
撃
に
負
け
な
い
態
勢
を

確
立
す
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
あ
ら
た
め
て
、
要
求
に
確

信
を
持
っ
た
運
動
の
展
開
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
夏
季
手

当
回
答
は
、
１０
年
連
続
の
「
ベ
ア

・
ゼ
ロ
」
に
よ
る
厳
し
い
生
活
実

態
か
ら
す
れ
ば
極
め
て
不
満
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
最

大
労
組
が
席
上
妥
結
し
た
現
状
を

踏
ま
え
、
夏
季
手
当
に
つ
い
て
は

不
満
の
残
る
回
答
で
あ
る
が
、
６

月
１９
日
、
１３
時
を
も
っ
て
妥
結
す

る
こ
と
と
し
た
。

全
国
の
組
合
員
の
０９
年
度
夏
季

手
当
に
お
け
る
要
求
実
現
に
向
け

た
奮
闘
、
創
意
工
夫
し
た
取
り
組

み
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
し
つ
つ
、

「
０９
年
度
夏
季
手
当
」
の
妥
結
に

あ
た
っ
て
の
本
部
見
解
と
す
る
。

貨
物
会
社
は
、
６
月
１２
日
の
団
体
交
渉
で
、
夏
季
手
当
に
つ
い
て
「
基
準
内
賃
金
の
１
・
６５
カ
月
分
、

７
月
７
日
支
払
い
」
の
超
低
額
回
答
を
行
っ
た
。
国
労
は
「
容
認
で
き
る
回
答
で
は
な
い
」
と
述
べ
「
持

ち
帰
り
」
と
し
た
。
同
日
本
部
は
、
闘
争
指
示
第
３６
号
を
発
し
、
貨
物
会
社
の
夏
季
手
当
低
額
回
答
に

対
す
る
抗
議
の
取
り
組
み
を
指
示
。
６
月
１９
日
正
午
ま
で
貨
物
会
社
各
支
社
に
対
し
創
意
工
夫
し
た
抗

議
行
動
を
展
開
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
国
労
は
６
月
１９
日
１３
時
を
も
っ
て
妥
結
し
、「
２
０
０
９
年
度

夏
季
手
当
の
妥
結
に
あ
た
っ
て
の
見
解
」
を
発
表
し
た
。

貨物夏季手当

低低
額額
回回
答答
にに
抗抗
議議
行行
動動

１９
日
妥
結
し
、見
解
発
表

６
・
９

原
爆
症
認
定
集
団

訴
訟
で
舛
添
厚
労
相
、
高
裁
判

決
受
け
入
れ
、
上
告
断
念
。

６
・
１０

参
院
本
会
議
、
ク

ラ
ス
タ
ー
弾
即
時
全
面
禁
止
条

約
の
締
結
承
認
可
決
し
成
立
。

６
・
１２

郵
政
人
事
め
ぐ
り

鳩
山
総
務
相
更
迭
。

６
・
１３

国
連
安
保
理
、
北

朝
鮮
制
裁
決
議
を
採
択
。

６
・
１５

イ
ラ
ン
大
統
領
選

で
、
ム
サ
ビ
元
首
相
支
持
者
が

選
挙
の
不
正
訴
え
数
十
万
人
規

模
の
抗
議
デ
モ
。
治
安
当
局
と

衝
突
し
死
者
。

６
・
１８

衆
院
本
会
議
で
臓

器
移
植
法
改
正
Ａ
案
可
決
▽
イ

ラ
ン
・
テ
ヘ
ラ
ン
で
治
安
部
隊

と
の
衝
突
に
よ
る
死
者
追
悼
す

る
デ
モ
に
数
万
人
。

６
・
１９

麻
生
内
閣
８
回
目

と
な
る
衆
院
再
可
決
で
海
賊
対

処
法
、
改
正
国
民
年
金
法
、
税

制
改
正
法
成
立
。

不採用事件の早期解決を訴えたJR小倉駅前での座り込み

北
九
州
地
区
本
部
は
、
５
月
３１

日
、
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅
前
で
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
の
早
期
解
決
を
求
め
て
、

座
り
込
み
宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん

だ
。
Ｊ
Ｒ
組
合
員
、
家
族
、
闘
争

団
員
な
ど
４０
人
が
参
加
し
た
。

集
会
で
あ
い
さ
つ
し
た
北
九
州

地
区
本
部
森
委
員
長
は
「
不
採
用

問
題
が
２３
年
も
経
過
し
た
が
未
だ

に
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
３
・
２５
高
裁
判
決
で
あ
ら
た

め
て
、
不
当
労
働
行
為
が
認
め
ら

れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
行
動
の
積
み

上
げ
で
与
党
の
中
に
も
動
き
が
出

て
、
解
決
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
機
を
逃
さ
ず
解
決
に
向
け
て

頑
張
ろ
う
」
と
強
調
し
た
。

社
民
党
の
北
九
州
市
会
議
員
、

共
産
党
の
国
会
議
員
・
北
九
州
市

会
議
員
が
参
加
し
、「
北
九
州
市

６
月
議
会
で
自
治
体
意
見
書
決
議

の
取
り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
る
」

「
国
労
の
雇
用
・
年
金
・
解
決
金

と
い
う
当
然
の
要
求
実
現
に
向

け
、
国
会
の
中
で
も
奮
闘
し
た
い
」

な
ど
力
強
い
激
励
を
受
け
た
。

共
闘
か
ら
は
、
会
社
の
横
暴
に

対
し
て
組
合
を
結
成
し
対
抗
し
て

い
る
労
組
や
不
当
な
解
雇
撤
回
を

求
め
て
い
る
組
合
か
ら
激
励
の
挨

拶
を
受
け
た
。
チ
ラ
シ
は
２
０
０

０
枚
配
布
、
集
ま
っ
た
カ
ン
パ
は

７
１
０
１
円
（
全
額
、
国
鉄
闘
争

連
帯
カ
ン
パ
へ
送
金
）
だ
っ
た
。

小
倉
駅
前
で
座
り
込
み

秋田地本で国労加入
秋田連合分会に５１歳出向社員

早
期
解
決
訴
え
宣
伝
行
動

秋田支部・秋田連合分会で６月１２日、５１

歳出向社員がJR東労組から国労に加

入した。

６
月
１０
日
、
国
労
宮
城
県
協
議

会
は
宮
城
県
選
出
の
国
会
議
員
に

対
し
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
政
治

解
決
に
向
け
た
要
請
を
行
っ
た
。

要
請
は
、
国
会
議
員
会
館
に
出

向
い
て
行
い
、
宮
城
県
支
部
と
仙

台
総
合
車
両
所
支
部
の
役
員
な
ど

８
人
、
仙
台
闘
争
団
か
ら
３
人
が

参
加
し
、
国
会
議
員
１５
人
（
岡
崎

ト
ミ
子
参
議
院
議
員
は
地
元
で
８

日
に
要
請
）
に
対
し
不
採
用
問
題

に
お
け
る
現
状
と
解
決
へ
の
力
添

え
を
訴
え
た
。

事
前
の
ア
ポ
に
対
応
し
て
く
れ

た
菅
野
哲
雄
衆
議
院
議
員
（
社
民

党
）
は
「
初
当
選
し
た
時
に
与
え

ら
れ
た
宿
題
だ
」
、
郡
和
子
衆
議

院
議
員
（
民
主
党
）
は
「
私
が
出

来
る
こ
と
は
努
力
し
た
い
」
な

ど
、
力
強
い
言
葉
と
温
か
い
励
ま

し
を
受
け
た
。
そ
の
ほ
か
の
皆
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
国
会
の
会
期
中

と
い
う
こ
と
も
あ
り
秘
書
の
方
の

対
応
と
な
っ
た
。

議
員
本
人
か
ら
の
話
や
秘
書
の

皆
さ
ん
の
対
応
な
ど
か
ら
、
参
加

者
一
同
が
解
決
に
向
け
た
機
運
が

さ
ら
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ

た
。

大船で復帰加入解
決
へ
力
添
え
を

戸塚駅の５８歳、４７歳の２人

宮
城
県
選
出
議
員
に
要
請

東京地本神奈川地区本部大船支部で

２人が復帰加入した。いずれも戸塚駅に

所属し、６月１１日５８歳営業主任、１２日４７

歳営業指導係が加入した。

兵庫地区本部で加入
東運輸分会に３０歳契約社員
近畿地本兵庫地区本部東運輸分会に

６月１日、JR西日本・三ノ宮駅の３０歳契

約社員が国労に加入した。

こ
の
一
週
間
は
喜

ば
し
い
話
題
が
つ
づ

い
た
。
一
つ
は
、
全

盲
の
辻
井
伸
行
さ
ん

（
２０
）
が
国
際
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優

勝
し
た
こ
と
だ
。
帰
国
会
見
で
辻

井
さ
ん
は
本
予
選
か
ら
決
勝
ま
で

の
３
週
間
に
多
く
の
曲
を
用
意
し

「
新
曲
の
楽
譜
を
暗
譜
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
準
備
が
大
変
で
し
た
」
と

述
べ
て
い
た
。
正
に
「
努
力
」
の

た
ま
も
の
だ
っ
た
▼
第
二
は
「
足

利
事
件
」
で
無
期
懲
役
の
刑
を
受

け
て
い
た
菅
谷
利
和
（
６２
）
さ
ん

が
釈
放
さ
れ
た
こ
と
だ
。
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
で
犯
人
と
は
別
人
と
分
か
っ

た
た
め
最
高
検
察
庁
が
「
無
罪
の

可
能
性
が
高
い
」
と
判
断
し
、
釈

放
と
な
っ
た
。
会
見
で
菅
谷
さ
ん

は
「
間
違
っ
て
い
た
で
は
す
ま
さ

れ
な
い
。
警
察
も
検
察
も
絶
対
許

さ
な
い
」
と
。
正
に
菅
谷
さ
ん
の

「
忍
耐
」
と
弁
護
団
の
真
実
を
追

求
し
た
「
信
念
」
と
「
執
念
」
の

勝
利
だ
。
異
例
の
検
察
判
断
も

「
英
断
」
だ
っ
た
▼
第
三
は
、
国

が
１８
連
敗
し
て
い
た
「
原
爆
症
認

定
訴
訟
」
で
、
９
人
の
原
爆
症
を

認
め
た
東
京
高
裁
判
決
（
５
月
２８

日
）
に
つ
い
て
、
舛
添
厚
生
労
働

相
は
上
告
を
断
念
す
る
と
記
者
会

見
で
表
明
し
た
。
原
告
団
は
「
上

告
断
念
は
う
れ
し
い
が
、
も
っ
と

早
く
被
爆
の
実
態
に
即
し
た
認
定

基
準
を
作
っ
て
い
た
な
ら
」
と
。

原
告
の
「
団
結
」
と
「
闘
い
」
に
敬

意
を
表
し
た
い
。
国
は
早
期
一
括

解
決
の
決
断
を
▼
「
怒
り
」
の
話

も
入
っ
て
き
た
。
憲
法
改
悪
の
た

め
の
「
憲
法
審
査
会
の
審
査
規
程
」

の
強
行
採
決
が
行
わ
れ
、
麻
生
総

理
は
都
内
街
頭
演
説
で
「
北
朝
鮮

と
戦
う
覚
悟
は
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
発
言
し
た
。
解
釈
改

憲
を
強
行
し
、
最
後
に
憲
法
９
条

改
憲
の
た
め
の
手
続
き
を
強
行
と

は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
だ
。

（
博
）
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〈募集代理店〉

アベニール 株式会社
�　03-3437-6810　�　03-3437-6822
〒１０５－０００４　港区新橋５－１５－５　交通ビル３F

◆月払保険料（団体取扱）保険料払込期間：終身
がん保険フォルテ：バリュープランS 2倍 入院日額１万円

65歳55歳45歳35歳
7,952円5,810円4,222円3,038円

 （２００８年４月１日現在）

＊ご健康状態などによっては、お申し込みをお引受けできない場合があ
ります。

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の生涯保障 《アフラックのがん保険 �（フォルテ）》
がんの場合　 一時金４０万円
上皮内新生物の場合　 一時金４万円

初めて診断確定されたとき
診断給付金

がん診断後、２年目から５年目まで
１年につき 年金２０万円×４年間　＊生存している場合

がんと診断確定されたあと生存しているとき
ライフサポート年金（上皮内新生物は対象外）

１日につき　 １０,０００円入院したとき　　入院給付金
１回につき ２０万円手術したとき　　手術給付金

１日につき　 １０,０００円５日以上の継続入院後通院したとき
通院給付金

１日につき １０,０００円特定のがん治療で通院したとき
特定治療通院給付金（上皮内新生物は対象外）

技術料１回につき（１年間に５回まで、通算支払限度額７００万円まで）

先進医療をうけたとき
がん先進医療給付金

下記①～④以外の先進医療　実費／上限５０万円
②悪性腫瘍に対する粒子線治療（＊１）
実費／上限２９０万円

①固形がんに対する重粒子線治療
実費／上限３２０万円

特
定
先
進
医
療

④ＨＬＡ抗原不一致血縁ドナーからのＣＤ
３４陽性造血幹細胞移植（＊３）
実費／上限１３０万円

③脊椎腫瘍に対する腫瘍脊推骨全摘術
（＊２）
実費／上限２１０万円

１回につき １５万円（１年間に１回まで）先進医療をうけたとき
がん先進医療一時金

１０万円がんで死亡したとき　死亡保険金
（＊１）固形がんに係るものに限る。（＊２）原発性脊椎腫瘍または転移性脊推腫瘍に係るものに限る。（＊３）ＨＬＡ適合ドナーがいないために造血幹細胞移植が受けられない小
児のがんに係るものに限る。　先進医療の給付金・一時金のご契約には、限度があります。その他、アフラックの基準により限度額を定めています。

訪問面談サポートと専門医紹介（このサービスは、株式会社　法研が提供するサービスです）プレミアサポート※
※トータルケアプランS、バリュープランS2倍以上のプランにご契約の場合にご利用いただけます。 AF104-2008-0106　4月18日

〒163-0456
東京都新宿区西新宿2-1-1　新宿三井ビル
当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き
コールセンター　0120-5555-95

〈引受保険会社〉

系列法人第五支社

保険期間：終身・契約年齢：０歳～８０歳
バリュープランＳ　２倍
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追
悼
文

古
舘
さ
ん
！

本
当
に
残
念
で

す
。
２
年
前
に
体
調
を
崩
さ
れ
な

が
ら
も
、
私
達
と
と
も
に
活
動
す

る
こ
と
を
熱
望
し
、
苦
し
い
闘
病

生
活
に
耐
え
ら
れ
て
い
た
の
に
、

こ
ん
な
に
早
く
、
６６
歳
の
若
さ
で

永
遠
の
眠
り
に
つ
か
れ
る
と
は
思

い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

貴
方
は
、
１
９
６
２
年
（
昭
和

３７
年
）
４
月
に
長
崎
客
貨
車
区
の

整
備
掛
と
し
て
国
鉄
に
入
社
さ

れ
、
そ
の
後
、
車
両
検
査
係
と
し

て
客
貨
車
、
電
車
の
検
査
・
修
繕

を
担
当
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

知
識
、
技
能
は
優
れ
、
効
率
的
で

無
駄
が
な
く
、
ひ
と
こ
と
で
言
え

ば
「
仕
事
が
で
き
る
人
」
と
し

て
、
組
合
員
は
も
ち
ろ
ん
、
管
理

者
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
分
会
の
執
行
委
員

と
し
て
の
役
職
を
担
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

私
が
、
１
９
６
８
年
（
昭
和
４３

年
）
に
長
崎
客
貨
車
区
に
就
職
し

た
時
に
は
、
検
査
・
修
繕
の
技
術

を
丁
寧
に
指
導
さ
れ
、
ま
た
、
国

鉄
の
宿
舎
も
近
く
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
２
人
の
子
供
も
大
変
可
愛

が
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
時
の
長
崎
客
貨
車
区
に
は
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
あ
り
、
チ
ー
ム

の
遊
撃
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
長

崎
市
民
早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
優
勝
し
た
時
の
立
役
者
で
も
あ

り
ま
し
た
。
飛
ん
で
き
た
ボ
ー
ル

を
鷲
づ
か
み
に
し
て
投
げ
る
華
麗

な
守
備
が
今
で
も
目
に
浮
か
び
ま

す
。貴

方
は
、
酒
が
強
く
、
ど
ん
な

に
飲
ん
で
も
崩
れ
る
こ
と
も
な

く
、
い
つ
も
平
静
な
態
度
を
保
た

れ
て
い
ま
し
た
。
口
数
は
余
り
多

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の

考
え
方
、
行
動
に
は
少
し
の
ぶ
れ

も
な
く
、「
信
念
の
人
」「
侍
・
古
舘
」

と
呼
ぶ
の
が
ぴ
っ
た
り
だ
と
私
は

常
々
か
ら
思
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
一
番
の
思
い
出
が
、

１
９
７
０
年
（
昭
和
４５
年
）
９
月
、

生
産
性
向
上
運
動
（
マ
ル
生
運

動
）
反
対
闘
争
の
最
中
に
、
分
会

が
ス
ト
突
入
の
指
令
を
受
け
、
当

局
の
攻
撃
で
組
織
が
分
裂
し
た
時

に
、
烈
火
の
如
く
怒
っ
た
貴
方
の

行
動
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
こ

と
は
、
今
で
も
仲
間
内
の
話
題
に

の
ぼ
る
ほ
ど
で
す
。

ま
た
、
私
達
と
の
会
話
の
中
で

は
、
時
に
人
の
心
を
つ
い
た
「
楽

し
い
皮
肉
」
を
聞
か
せ
て
も
ら
う

の
が
楽
し
み
で
あ
り
、
そ
れ
は
仲

間
に
「
襟
を
正
し
て
頑
張
ろ
う
」

と
自
覚
さ
せ
る
意
味
が
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

し
か
し
、
仕
事
も
人
一
倍
熱
心

で
あ
り
、
国
労
組
合
員
と
し
て
活

動
し
て
き
た
貴
方
も
、
長
崎
機
関

区
人
材
活
用
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ

れ
、
１
９
８
７
年
２
月
１６
日

に
Ｊ

Ｒ
九
州
の
不
採
用
通
告
を
受
け
ま

し
た
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
私
の
脳

裏
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
そ
の
翌
日
に
当
局

が
、
不
採
用
の
通
告
を
さ
れ
た
貴

方
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
に
採
用

さ
れ
た
動
労
組
合
員
の
た
め
に
、

「
電
車
検
修
の
見
習
い
を
指
導
せ

よ
」
と
の
業
務
命
令
を
出
し
た
事

で
す
。
自
分
は
Ｊ
Ｒ
の
仕
事
が
出

来
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の

Ｊ
Ｒ
の
仕
事
を
教
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
貴
方
の
胸
中
を
察
す

る
と
余
り
有
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。貴

方
は
、
闘
争
団
員
に
な
っ
て

も
国
労
組
合
員
と
し
て
の
誇
り
を

持
ち
、
長
崎
市
の
清
掃
・
駐
車

場
、
ケ
ー
キ
屋
等
、
い
く
つ
も
の

仕
事
に
就
か
れ
、
仕
事
、
人
間
関

係
の
困
難
さ
を
の
り
こ
え
、
愚
痴

ひ
と
つ
こ
ぼ
さ
ず
闘
争
団
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
仕

事
以
外
の
時
に
は
、
国
労
の
闘
い

へ
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
そ
の
言

動
は
闘
争
団
員
の
心
の
中
に
い
つ

ま
で
も
生
き
続
け
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

奥
さ
ん
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
貴

方
は
、
２
週
間
前
に
「
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
が
解
決
し
た
と
の
夢
」
を

見
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。
苦
し
い

病
床
の
中
で
何
を
願
っ
て
い
た
の

か
、
そ
の
思
い
を
聞
い
た
と
き
に

は
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
日
、
所
属
組
合
の
差
別
に
よ

る
長
年
の
闘
い
は
、
幾
多
の
苦
難

を
の
り
こ
え
、
情
勢
は
解
決
の
方

向
に
一
歩
々
前
進
し
て
い
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
日
が

一
日
も
早
く
来
る
こ
と
。
貴
方
が

切
望
し
て
い
た
「
解
決
」
。
こ
の

こ
と
に
応
え
る
の
が
私
達
の
使
命

で
あ
り
、
解
決
を
実
現
さ
せ
て
必

ず
墓
前
に
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

古
舘
さ
ん
。
本
当
に
長
い
間
、

ご
苦
労
様
で
し
た
。
安
ら
か
に
お

休
み
く
だ
さ
い
。

２
０
０
９
年
６
月
１１
日

国
労
長
崎
地
区
闘
争
団

団
長

樫
本
英
俊

鳥栖三養基で集会
長
崎
地
区

闘

争

団
最
後
ま
で
解
決
切
望
し
て

濱中書記長が情勢報告
故 古舘紘さ

ん

長
崎
地
区
闘
争
団
の
古
舘
紘
団
員
（
ふ
る
た
ち
ひ
ろ
し
・
６６
歳
）
が
６
月
９
日
、
病
没
し
た
。
胃
ガ

ン
の
た
め
長
期
療
養
中
だ
っ
た
。
告
別
式
は
６
月
１０
日
、
長
崎
県
西
彼
杵
郡
長
与
町
で
し
め
や
か
に
行

わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
亡
く
な
ら
れ
た
闘
争
団
員
は
４６
人
、
１
０
４
７
人
で
は
５３
人
に
も
な
る
。
以
下

は
、
長
崎
地
区
闘
争
団
の
樫
本
英
俊
団
長
か
ら
届
け
ら
れ
た
追
悼
文
で
あ
る
。

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー
と
国
労
鳥
栖
地
区
闘
争

団
は
、
５
月
１４
日
、
鳥
栖
パ
レ
ス

で
「
Ｊ
Ｒ
採
用
差
別
事
件
鳥
栖
三

養
基
地
区
報
告
集
会
」
を
本
部
濱

中
書
記
長
を
招
い
て
行
っ
た
。

濱
中
書
記
長
は
、
今
日
ま
で
の

闘
い
の
経
過
と
運
動
の
到
達
点
を

報
告
し
、
鉄
建
公
団
訴
訟
控
訴
審

判
決
を
機
に
解
決
を
図
り
た
い
と

い
う
思
い
で
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を

し
て
い
る
。
政
治
解
決
に
向
け
た

環
境
づ
く
り
も
着
実
に
前
進
し
て

い
る
。「
あ
と
一
歩
」
の
と
こ
ろ

ま
で
き
た
。
解
決
を
妨
害
す
る
動

き
も
あ
る
が
、
国
労
は
団
結
し
て

解
決
を
勝
ち
取
る
。
最
後
ま
で
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い

と

報
告
し
た
。

古
舘
紘
さ
ん

病
没

到
達
点
が
報
告
さ
れ
た
集
会

パ
オ
の
娘
さ
ん

鉄
路
沿
線
３０
年

山
上
敏
夫

１
９
８
３
年
５
月
、
北
京
駅
よ

り
夜
行
特
快
「
特
急
」
で
１３
時
間
、

内
蒙
古
自
治
区
の
呼
和
浩
特
市

（
フ
ホ
ホ
ト
）
へ
行
っ
た
。

中
国
北
部
に
は
広
大
な
モ
ン
ゴ

ル
が
広
が
り
、
そ
の
南
側
に
東
西

に
細
長
い
内
モ
ン
ゴ
ル
が
あ
る
。

北
部
は
大
草
原
で
、
遊
牧
民
が
草

を
求
め
て
馬
や
羊
を
移
動
さ
せ
て

い
る
の
だ
。
そ
の
住
ま
い
が
包

（
パ
オ
）
と
い
っ
て
約
１０
畳
間
位

の
広
さ
の
円
屋
根
で
数
時
間
で
組

み
立
て
る
と
の
こ
と
だ
。
３
６
０

度
地
平
線
の
大
草
原
の
中
に
寺
を

中
心
に
１０
張
り
ほ
ど
の
パ
オ
が
並

び
、
私
た
ち
観
光
客
を
泊
め
て
く

れ
る
「
人
民
公
社
」
が
あ
っ
た
。

パ
オ
の
中
に
は
、
ベ
ッ
ド
が
５

台
丸
く
並
べ
ら
れ
、
中
央
に
は
薪

ス
ト
ー
ブ
が
あ
っ
て
寒
い
夜
も
快

適
で
あ
っ
た
。
人
民
公
社
の
食
堂

で
働
い
て
い
た
娘
さ
ん
は
、
日
本

人
そ
っ
く
り
な
顔
立
ち
で
と
て
も

可
愛
か
っ
た
。
日
本
人
の
子
供
は

蒙
古
斑
が
あ
る
が
、
こ
こ
が
日
本

人
の
ル
ー
ツ
か
も
し
れ
な
い
。
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